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１．はじめに
　西アフリカ地域では、人口増加に伴い、職を求め
て都市部に移り住む人々が急増しています。そして
都市部では、特に食生活の点において、女性の社会
進出や外食機会の増加によって、短時間で食事を済
ませようとする「食の簡便化」志向が強まっていま
す。その結果、手間のかかるミレットやソルガム等
の伝統的に食べられてきた雑穀に代わって、調理が
比較的容易なコメの消費が増加しています（第１図）。
　本稿では、コメの消費が増大する中で、西アフリ
カ諸国が取り組んできたコメ政策の変遷と近年の動
向について紹介します。

２．食料危機に伴うコメの自給率向上への
意識の高まり

　都市部でコメ消費が増え始めた1990年代には、国

産米は単収が低いうえ
に輸送システムが確立
しておらず、供給能力
が低い状態にありまし
た。そのため、各国政
府は、量と価格の両面
において季節変動が大
きい国産米に頼らず、
輸入米によって都市部
のコメ消費を賄う政策を取ってきました。
　しかし、この輸入に依存したコメ政策は、2008年
の食料危機において裏目に出ます。コメの国際価格
が高騰し、コメの安定供給が困難となり、情勢不安
に陥る国々も多く、経済発展を停滞させる大きな要
因となってしまいました。その経験をもとに、自国
の食料生産基盤に適切な投資を行い、食料安全保障
上のリスクを低減させることが経済発展の持続性、
安定性を高めるうえで不可欠であるという意識が高
まりました。そして、自給率向上のために多くのコ
メ政策が国際機関や先進国等の支援のもと施行され
ました（第１表）。1990年代以前は、新規農地を開
拓し、耕作面積を増大させることで生産量を増加さ
せる事業が中心でした［１］。しかし、開拓可能な土
地は限られており、飛躍的な生産量の向上には繋が
りませんでした。そこで新たな稲作開発の方針とし
て、農地を拡大させることにくわえ、コメの単収を
増加させる戦略を導入し、多収量品種を開発してき
ました。例えば、1992年に開発された新品種ネリカ

（New rice for Africa: NERICA）米が該当します。
さらに1993年からは、東アフリカ地域と西アフリカ
地域を中心にNERICA米の導入に関するプロジェク
トが始動しました［２］。2008年からは我が国主導の

第１表　西アフリカ地域での国産米の増産に向けて実施された取り組みの変遷
対象事業 事業年 内容

従来の増産事業［１］ 1990年代以前 サブサハラ地域を対象とした耕作面積を拡大することで生産量を
増やす事業。

New rice for Africa （NERICA）
の導入［２］ 1994－ サブサハラ地域を対象に多収量かつ早生の特性をもった新品種の

開発及び普及。

アフリカ稲作振興のための共同体
（CARD）［３］ 2008－2015

サブサハラ地域のコメ収量の倍増を目指した事業。
CARD参加国が国家稲作振興戦略（National Rice Development 
Strategy: NRDS）を策定し、国際機関・研究所の支援のもと、各
国の戦略に沿ったコメの増産を目指した。

Grande Offensive Agricole pour 
la Nourriture et l’Abondance 

（GOANA）［４］
2008－2015 セネガルでのコメ生産量を20万トンから150万トンに増産させる

ことを目指した事業。

資料：既往研究をもとに筆者作成。

第１図　西アフリカ地域における主要な穀物の平均
消費量の年推移

資料：USDA、PSD onlineより筆者作成。
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国際イニシアティブとして「アフリカ稲作振興のた
めの共同体（Coalition for Africa Rice Development: 
CARDフェーズ１）」が発足し、10年間でコメの生
産量を倍増させる目標を掲げ、アフリカ23か国が参
加しました。具体的には、参加各国が重点的な課題
を見つけ出し、課題解決に向けた国家稲作振興戦略

（National Rice Development Strategy: NRDS） を
策定することで国際機関・研究所の支援のもと、各
国の戦略に沿った形でコメの増産を目指す事業で
す［３］。一例として、セネガルでは、食料大増産計
画（Grande Offensive Agricole pour la Nourriture 
et l’Abondance: GOANA）として、高品質の種子
生産や農業機械の持続的な活用の実現に向けた環境
整備によって、生産量を20万トンから150万トンへ
と増加させる戦略が策定されました［４］。

３．国産米の市場競争力強化
　CARDフェーズ１の目標である国産米の倍増計画
は成功し、現在も西アフリカ地域における生産量は
増加傾向にあります。しかしながら、必ずしも多く
の国々でコメの自給率は向上してきませんでした。
それは、これまでの農業政策や国際支援の多くが、
各国の消費者ニーズに合う特徴をもったコメの国内
供給を意図してこなかったことに起因しており、依
然として現地消費者が継続的に輸入米を好んで消費
しているからです。多くの既往研究において、消費
者が輸入米を好む要因が調査され、特に小石やもみ
殻等の夾雑物が少ないことや米粒の粒径が均一であ
るといった品質の面で輸入米が好まれる傾向が指摘
されています（第２図）［５］。そのため、国産米の消
費を促進するうえで、輸入米と同程度の品質を確保
し、国産米の市場競争力を強化することが新たな課
題としてあげられます。
　その方策として、2019年に開催された第７回アフ
リカ開発会議（Tokyo International Conference on 
African Development: TICAD Ⅶ）において「アフ
リカ稲作振興のための共同体フェーズ２：CARD
フェーズ２）」が発足しました。CARDフェーズ２

は、①気候変動や人口増に対応した生産の安定化
（Resilience）、②民間セクターと協調した現地の産
業形成（Industrialization）、③輸入米に対抗できる
国産米の品質向上（Competitiveness）、④農家の生
計と生活向上のための営農体系構築（Empowerment）
からなる４つのアプローチ（RICEアプローチ）を
通して、2030年までに生産量をCARDフェーズ１か
ら、さらに倍増させることを目標としています。
RICEアプローチからわかるとおり、CARDフェー
ズ２では、生産量の増大のみに力点を置かず、国産
米の品質を高めることで、消費量ならびに農家の収
益性を向上させるといったマーケティング部門につ
いても重視されている点がうかがえます。

４．おわりに：現状と今後の課題について
　コメの品質については、小石やもみ殻等の夾雑物
が少ないことや米粒の粒径が均一であるといった点
が消費者に好まれることから、乾燥・精米・選別・
輸送等のポストハーベスト技術が大きく影響してい
ることが考えられます。そのため、我が国もCARD
の取り組みを後押しする形で数多くの技術協力プロ
ジェクトを実施しており、精米機材の導入や操作指
導等によって、品質に寄与するバリューチェーンの
強化をはかっています。
　しかしながら、西アフリカ地域のコメ消費量は依
然として伸び続けており、量と質の両面から、さら
なる増強が必要な状況です。そこで、同地域の温暖
な気候を生かし、乾季と雨季における二期作に期待
が寄せられている一方で、多くの農家が自家消費を
主としたコメ生産を終えた後に、コメよりも市場価
格が高く、収益性の見込める野菜作への転換や農業
以外の仕事に従事するケースが報告されていま
す［６］。そのため、農家に対して「コメは売れる」
といった換金作物としての認識をもたせることが重
要であり、その点からも品質向上に寄与するCARD
フェーズ２の動向が注目されます。
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第２図　夾雑物を含み、粒径も不揃いな品質
の低いコメ

資料：筆者がモーリタニアの首都ヌアクショットで撮影。
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